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米国へのスポンジチタン輸出に係るアンチダンピング調査終了に関するお知らせ 

 

 米国スポンジチタン製造事業者より、日本から米国へのスポンジチタン輸出に関するアンチダンピング調

査手続の申立がなされたことを受け、米国国際貿易委員会(ITC）が調査を開始しておりましたが、このたび、

調査終了の決定がなされましたので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１．ITC による調査終了決定公表日（米国時間） 

   2017 年 10 月 6 日 

 

２．これまでの経緯 

   2017 年 8 月 24 日    米国スポンジチタン製造業者である Titanium Metals Corporation 

(TIMET 社)が、日本及びカザフスタンから米国へのスポンジチタンのダンピ

ング輸出により米国産業への実質的な被害又はそのおそれが生じている等

と し て 、 ア ン チ ダ ン ピ ン グ 調 査 開 始 を 求 め 、 米 国 国 際 貿 易         

委員会(ITC）に提訴 

 

  同日          ITC は調査開始を決定 

 

  9 月 14 日           ITC による公聴会開催 

 

３．アンチダンピング提訴に対する当社の対応 

   調査手続における質問状への回答や書面陳述を行うとともに、当社は 9 月 14 日に開催された公聴会

に出席し、TIMET 社の申立にあるようなダンピング輸出の事実はなく、TIMET 社の主張は失当である旨

ITC に対して直接主張いたしました。同公聴会においては、当社顧客である米国チタン展伸材メーカー

各社も出席し、当社と同様の主張が展開されました。 

 

４．調査終了決定について 

   10月 6日、ITCは日本に対するアンチダンピング調査を終了する旨の決定を公表しましたが、これは、

公聴会をはじめとする調査手続を通じての日本スポンジチタンメーカー及び米国顧客の主張を ITCが 

認めたものであると判断します。 

   なお、ITCの調査終了により、米国商務省が実施していたアンチダンピング関税調査も終了となります。 

   当社は引き続き、公正な取引を通じてチタン産業の発展に貢献してまいります。 
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